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第１章 総合計画改定ワークショップ ～10年後の多摩市を考えよう！～について 

１．概要・目的 

・現在、多摩市では、市の最上位計画である総合計画（（仮称）第五次多摩市総合計画 第３期基本計

画）を改定しています。これまで、公募市民や学識経験者から構成される「多摩市総合計画審議会」を設置

し、今回の改定にあたっての「重要テーマ」を議論してきました。 

・今回のワークショップは、審議会において検討された「重要テーマ」を、市民の皆さんの目線で自由に議論し、取

り組むべき優先度を「投票形式」で判断していただくことを目的に開催するものです。 

 

＜重点テーマ＞ 

① 超高齢社会への対応（健康長寿社会の実現、支え合いの地域づくり、交通、住宅・環境） 

② 若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり（子育て・教育、住宅・環境、若者世代の呼

び込み・定住促進） 

③ 地域力の強化（世代を超えた担い手・人材の育成）、まちの活力(地域のつながり、まちの活力) 

 

２．当日のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

時間 プログラム 

9：40 開場 

10:00 開会 

10:00 １．開会挨拶（市民ワークショップの趣旨説明） 

10:10 ２．重要テーマ設定の背景・審議会での議論内容の説明 

10:25 ３．ワークショップ 【ワールドカフェ】 

・事前投票 

・進め方の説明 

・第１ラウンド ～ 第３ラウンド（グループ別・各 20分） 

・全体発表、最終投票、ワークショップまとめ 

12:10 ４．閉会挨拶 

12:15 閉会 
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３．進行・実施方法（ワールドカフェ方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ワールドカフェ方式 

・市民参画の手法の一つである「ワールドカフェ」方式を採用しました。「ワールドカフェ」と

は、話し合いの場において、４～５人の小グループに分け、カフェのようなくつろいだ雰囲気

の中で、思いついたことを自由に記載しながら、意見交換を行います。また、度々メンバーを

交換する（ラウンドする）ことにより、参加者全員が知識や考えを共有でき、多様な意見の創

出が期待できる手法です。 

  

第１ラウンド（20分） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとこと自己紹介 
 

各自意見出し（付箋
紙に意見を書く） 

 

意見交換（模造紙に
意見を貼りながら） 

意見整理 

第２ラウンド（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３ラウンド（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前のテーブルの意見の 
確認 

 

追加意見出し（付箋
紙に意見を書く） 

 

意見交換（模造紙に
意見を貼りながら） 

意見整理 

前のテーブルの意見の 
確認 

 

追加意見出し（付箋
紙に意見を書く） 

 

意見交換（模造紙に
意見を貼りながら） 

意見整理 

ひとこと自己紹介 
 

ひとこと自己紹介 
 

進め方の説明・事前投票 

全体発表・最終投票 

※テーブルキーパー１人を残し、 

次のラウンドのメンバーに、前の 

メンバーが意見交換した内容を伝える。 
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第２章 開催概要 

１．全体概要 

⑴ 日時 ＜日程１＞平成 30年 8月 4日（土）10時 00分～12時 15分 

＜日程２＞平成 30年 8月 11日（土）10時 00分～12時 15分 

⑵ 場所 ＜日程１＞パルテノン多摩 第一会議室 

＜日程２＞関戸公民館 大会議室 

⑶ 対象者の 

選定基準 

①住民基本台帳から無作為抽出で選定された 2,000 人のうち参加を希望する 20 歳以

上の方 

②「第五次多摩市総合計画・第３期基本計画改定に向けた高校生世代アンケート」の

回答者のうち参加を希望する方 

⑷ 参加者 ＜２日程合計＞ 43名（男性 29名、14名、平均年齢 44.6歳） 

＜日程１＞26名（男性 20名、女性 6名、平均年齢 45.6歳） 

＜日程２＞17名（男性 8名、女性 9名、平均年齢 43.2歳） 

 

【参加者の内訳（２日程合計）】 

年代 
男性 女性 

合計 
年代の 

割合 合計 8/4 8/11 合計 8/4 8/11 

10代 1 0 1 0 0 0 1 2.3% 

20代 7 5 2 0 0 0 7 16.3% 

30代 4 3 1 2 1 1 6 14.0% 

40代 7 4 3 6 3 3 13 30.2% 

50代 4 3 1 6 2 4 10 23.3％ 

60代 4 4 0 1 0 1 5 11.6％ 

70代 

以上 
1 1 0 0 0 0 1 2.3％ 

合計 28 20 8 15 6 9 43 ‐ 
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２．討論の結果 

⑴ 意見の整理と発表の方法 

・付箋紙に意見を記入し、模造紙に貼り付ける。 

・模造紙はラウンドごとに新しいものに取り替えることはせず、新しい意見を重ねていく（ラウンドごとに付箋紙の色を

変え重ねて貼り付けていく）。 

・各ラウンドの対話の主眼は次のとおり。 

１ラウンド目：多様な意見に触れる 

２ラウンド目：意見の掘り下げや追加により対話を深める 

３ラウンド目：更に掘り下げつつ、それまでの対話のポイントをまとめる 

・３ラウンド目終了後、簡単な発表を行っていただく。   

                          

⑵ 重点テーマごとの各グループの意見 

グループごとに話し合ったテーマについて意見をまとめていただき、発表をしていただきました。 

 

＜日程１：8月 4日開催分 ＠パルテノン多摩 第一会議室＞ 
 

テーマ グループ ご意見（発表内容） 

超高齢社会への

対応 

グループＡ 

「商店街活性化」「坂・移動」「買い物」「コミュニティ」「安心・安全」「医療」「老

人ホーム」「制度」という意見が出ました。 

「みんなが笑顔 いのちにぎわうまち 多摩」という将来都市像は長い感じがしますの

で、「にこにこ たまし」がよいのではないでしょうか。 

グループＢ 

議論で出た項目は 5 つです。 

1つ目が「施設の充実」ということで、歩道、橋、階段の整備などです。主に団地など

では階段が多く高齢者に負担がかかるので、改修等が必要なのではないかと考えま

した。 

2 つ目が「発言の場」で、高齢者になると話し合いの場、コミュニケーションをとる場が

少ないということで、集まって意見交換できる場を提供するのが重要なのではという

意見がありました。 

3 つ目が「情報」で、今はネット社会になり、スマホやインターネットでないと情報が

中々入ってこない、発信出来ないと思うので、高齢者の方も情報が扱いやすい環

境をつくることが大事だということです。 

4 つ目が「医療」ですが、病院等が高齢者専用の時間を作る、保険料を安くするな

どの仕組みが出来ないかということです。 

高齢者の方が寝たきりなどにならないように集まれるような仕組みもよいのではないか

と考えます。 

最後に「お金」ですが、高齢者の方にもっとお金を使ってもらえれば経済的にももっと

潤うのではないかという意見もあがりました。 
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若者世代・子育て

世代が幸せに暮ら

せるためのまちづく

り 

グループＣ 

話し合った内容は大きくは 3 つありまして、まず「公共施設の充実」、多摩市には

公園は沢山あると思うのですが、緑が多いだけで遊具などは充実していますが、どう

使ってよいのかわからないといったことがあります。公園の緑のメンテナンスがされてい

ないということもあるので、遊具の充実やメンテナンスをしっかりやっていただくことで、

公共施設の充実を図っていきたいと思います。 

花火が出来る公園があるとよいといった意見もあったので、公園ごとにそういった特

徴も出していければよいのではと思います。 

「保育園、待機児童問題」は多摩市も深刻な状況で、駅にある保育所に人気

が集中していて、団地の近くにあるような大きな保育園は人気がなく、家からも駅か

らも遠いために預けられないといった状況もあります。 

そういったことから、市が運営する等して保育園送迎サービスができるとよいのではと

の意見もありました。 

「子どもと高齢者の交流が少ない」との意見も、これが「多世代の交流」なのです

が、ありました。自治会などを開いて交流を持たせるということもありますが、保育園

の送迎サービスを元気な高齢者の方に担っていただく等も出来るのではないかと思

いました。 

公園にしても送迎サービスにしても、新しい建物を作るのではなく、今あるリソース

を活かせば、交流も兼ねてこういったサービスが作れるのではないかと考えています。 

グループＤ 

具体的な案としては、保育所の充実を図ることで親や外部からの子育て世代の

受入に繋げて行くことが出来ればよいと思います。短時間でも子どもを預けることが

出来たり、保育所に駅から送迎出来るような機能を作れば、保育所の希望者のば

らつきもなくなり、平均的に増えるのではないかと考えます。 

子育てに関するコミュニティでは、安心・安全なまちづくりということです。 

高齢者が子どもの見守りや遊びを教えてあげるなどの、地域と子どもが集まれるコ

ミュニティや、多摩市は大学が多いので、大学生と子どもが遊べるような学習なども

あればコミュニケーションが取れてよいのではないかと思います。 

施設の充実では公園、図書館、医療機関等の充実といった希望が出ていますの

で、そういったことで子どもにとってより良い多摩市として認められていくのではと考えま

す。 

地 域 力 の 強 化

（世代を超えた担

い手、人材の育

成）、まちの活力 

グループＥ 

「地域の強化」ということで、「駅の活性化」「施設の充実」「情報の充実」「公園

の改善」「防災」「地域のつながり」「まちづくり」「サービス業を中心とした企業誘致」

に分かれました。 

その中でまとめとして、ポイントは①駅の活性化、多摩らしい駅周辺の整備、②地

域のつながり、まちづくり・寺子屋、③公園の改善というテーマが決まりました。 

グループＦ 

こちらのグループでは「わざわざ来たいと思えるまちづくり」ということで、「企業誘致」

「交通整備」「コミュニティ」、更には「場所や盛り上がり」「高齢化」「教育」が重要な

のではないかと思いました。 

そのためには地元で働ける企業を誘致するということ、今までにある団地や商店
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街、公園を上手く活用する、活用して活性化していくという意見が出ました。 

更には、バスの自動運転などを誘致して積極的にやっていく、モデルになるようなまち

づくりが必要だと考えました。また、宿泊など、若者や他のエリアから人を呼べるような

ものが必要であるとの意見が出ました 

 

＜日程２：8月１１日開催分 ＠関戸公民館 大会議室＞ 
 

テーマ グループ ご意見（発表内容） 

超高齢社会への

対応 

グループＡ 

超高齢化社会への対応ということで、多摩は一昨年でニュータウン 40周年を迎

えるということですが、今70代、80代のお年寄りの方が増えている中で一番の問題

は、山を崩して作ったニュータウンということで、坂の問題ということは避けられません。

何をするにも坂がポイントになってくる地域です。それへの対応で、例えば緩やかなス

ロープとか、坂道で急なところには手すりをつけるとか、お年寄りが一々休めるスペー

スを作るとか、坂についての対応をして欲しいです。ニュータウンが 40周年ということ

で 70代、80代のお年寄りの方でだんだん一人暮らしをしている方が増えていること

も問題になってきます。それに対して若者も地域の方もですが、一人暮らしのお年寄

りの方にコミュニケーションを作りやすくする必要があります。そういうことがしやすい地

域づくり、例えば介護サービスをやっている施設の見学会や、その中でどういったことを

やっているのかをもっと市民の方に見学する会を催したり、色々な形の広報で発信し

てもっとボランティアを募ったり。お年寄りにもっと関心を持ってもらわなくてはならない

のではないでしょうか。 

グループＢ 

高齢者の支援ということで、実際の高齢者の方の声を大切にしていくことが大事

ではないでしょうか。グループ Aの方が話していたように、坂が多いのではないか、バス

を増やしていく必要があるのではないかということが話に上がりました。団地でエレベー

ターのないところもあり、上の階に高齢の方が住んでいるとなかなか外出できません。

施設から戻るときも、団地の上なのでなかなか戻れません。そこで上の階の方と下の

階の方を業者の力でシャッフルできないでしょうか。孤立しがちの高齢者の支援のた

めに、医療やケアマネや訪問看護の制度を充実させて、質も色々あるので全体的

に上がっていけばいいと思います。支援の充実について買い物に行けない人のために

若い人がボランティアとして代わりに行くシステムがあればいいと思います。若い方がお

年寄りのところへ行くようになればいいと思います。 

情報については、高齢者の人が実際に見た時に理解できなかったりしています。

新しいスマホとかアプリ等は分からないことが多いです。そういう広報を、情報をどのよ

うに伝えていくのかが大事になります。またどっちかというとアナログのほうが良いのでは

ないかとも思いました。 

最後に「お金」ですが、高齢者の方にもっとお金を使ってもらえれば経済的にももっ

と潤うのではないかという意見もあがりました。 
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若者世代・子育て

世代が幸せに暮ら

せるためのまちづく

り 

グループＣ 

グループ Cは若者世代、子育て世代の幸せに暮らせるための街づくりについて議

論があったのですが、幸せに暮らせるというのはどういうことかというと、地域交流をどの

グループでも求めているというところから、地域交流のあり方を考え直すところが一つ

あって、部活単位で参加するのか、広域地域連合単位で参加するのかということで

す。地域交流があると盛り上がるのではないでしょうか。 

PR については、広報は街などで見れるが、もっと若者世代と子育て世代に受け

取りやすいデジタルな PRが必要ではないか。イベントをどこで情報を入手するのか分

からないと感じている人もたくさんいました。また公園はたくさんあったりテニスコートは

たくさんあるが、テーマが決まった野球場やサッカーコートが少ないので、もっと子どもや

若者に向けて施設を作っていくべきではないでしょうか。 

グループＤ 

若者世代と子育て世代について話し合いました。公園が充実しているとか、子ど

もの病院や出産の対応は恵まれているのではないかという話などが挙がっていまし

た。特に話が挙がったのは育児の問題についてです。 

多摩市に住んでいると仕事場が都心になることが多くなるため、通勤時間が長く

なる方が多いため、働いている方が育児に参加できず、もう一方の親の“ワンオペ育

児”になることが多く、育児される方の負担が大きくなっています。ワンオペ育児など、

育児に困っている家族への対応が大切なのではないかと考えました。地域だけで解

決できるものでもないですが、地域的なサポートの仕組みが、働き方改革等とも関

連しながら出来たら良いと思います。 

地 域 力 の 強 化

（世代を超えた担

い手、人材の育

成）、まちの活力 

グループＥ 

地域力の強化（世代を超えた担い手人材育成）、まちの活力ということで、そ

の中でこうしたら良いのではないかということが三点あります。 

一点目は、産業力の向上です。二点目は、働き口を増やして住んでもらうという

ような意見です。三点目は、外で接点を持つためにどのような仕掛けができるかとい

うことです。一点目の産業力の向上というところでは、多摩の地域で新しい産業が

生まれていないのではないかといった話です。つまり産業力が弱いと都市の魅力も落

ち、市に落ちるお金も少なくなってしまうのではないのだろうかということです。だからま

ずは産業力が重要ではないか、と。産業力を増やすことができれば、自ずと働き口が

増えるのではないのでしょうか。働き口が増え魅力ある都市に出来れば、多摩に住

んでもらえるのではないでしょうか。 

一方で人の話については、高齢化が進んできていて、放課後学習教育のような

高齢者の方が小学生に何かを教えるような場に、高齢の方が自発的に手を上げて

いかないとなかなか高齢の方が外に出て行くことが出来ません。高齢者に限らず若

者も含めて、外で接点を持つために、市のほうで何かしらの仕掛けを講じて、人と人

のつながりが希薄になっている部分もあるので、そこを強化していく必要があるのでは

ないかと思います。 
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３．まとめ・投票結果 

＜基本的な考え方 1. 超高齢社会への対応＞ 

 

＜主な意見＞ 

市内は坂道が多く対応が必要。高齢者が移動しやすいよう団地等での歩道、橋、階段の整備・改修 

が必要。 

高齢者になるとコミュニケーションをとる場が少ないため、高齢者の孤立の予防のため、集まっ 

てコミュニケーションできるような場づくり、地域づくりが重要。 

高齢者向け施設の見学会等により、高齢者にもっと関心を持ってもらいボランティアを募集してはどう 

か。 

スマホやインターネットが活用できないと情報が入手しにくい。高齢者も情報を扱いやすい環境づくりが 

重要。高齢者向けには従来通りの情報発信も必要である。 

病院等に高齢者専用の時間帯を設ける等して、高齢者が受診しやすくする仕組みが出来ないか。 

  

12.4%

5.4%

17.1%

9.3%

12.4%

13.2%

10.1%

20.2%

14.3%

3.2%

20.6%

7.9%

10.3%

11.1%

23.0%

9.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

■健康長寿社会の実現＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

①誰もがいきいきと生活できるための健康づくり活動の支援

②介護予防・フレイル予防の実践

■支え合いの地域づくり＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

③地域医療・介護体制を支える仕組みづくり

④ 「誰もが支え手」の地域づくり

⑤高齢者の居場所づくり

⑥身近な地域で相談することができる場・体制づくり

■交通＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑦高齢者の移動・出歩き支援

■住宅・環境＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_

⑧住み替え支援・居住支援

１．超高齢社会への対応

事前投票（計129票） 最終投票（計126票）
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＜基本的な考え方 2. 若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり＞ 

 

＜主な意見＞ 

公園の適切な管理や遊具の充実等による魅力アップが必要。また公園ごとに特徴を付けてはどうか。 

テーマの決まった野球場やサッカーコートが少ない。もっと子ども・若者向けの施設を作っていくべきではな

いか。 

駅周辺の保育所へのニーズ集中を緩和するため、短時間の保育や駅から遠い園への送迎サービス等

を市で運営できるとよい。保育所の充実により子育て世代の受入に繋がればよい。 

子どもと高齢者の交流が少ないため、例えば保育園送迎サービスを高齢者に担ってもらうのはどうか。

新たなハード整備ではなく、既存の人材や資源を活用すれば、サービス向上と同時に多世代交流の

促進も図れる。 

高齢者や多摩市に多い大学生が子どもと遊んだり教えたりする場や地域のコミュニティづくりを進めるべ

き。 

地域交流を皆求めている。部活単位から多摩地域等の広い単位まで、様々な地域交流があると盛り

上がるのでは。 

若者・子育て世代にデジタル媒体での情報発信をもっと行うべき。情報がどこで入手できるのか分から

ない。 

都心への長時間通勤等により片方の親が育児に参加できない等、育児に困っている家庭を地域でサ

ポートする仕組みが、働き方改革等とも関連しながら出来ればよい。

14.7%

17.8%

10.1%

14.7%

12.4%

10.9%

11.6%

7.8%

13.6%

26.4%

8.8%

9.6%

8.8%

16.0%

13.6%

3.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

■子育て・教育＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

①保育環境の充実・待機児童解消

②地域での子育て・教育を支援する体制整備

③市独自の子ども・子育て支援や教育の推進

④支援を必要とする子ども・若者へのサポート・体制づくり

■住宅・環境＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑤緑豊かで子育て世代にやさしい住環境の維持・向上

■若者世代の呼び込み・定住促進＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑥若者世代・子育て世代の暮らしのニーズを満たす賑わいあるまちづくり

⑦多摩で育った若者が住み続けたくなる・戻ってきたくなると思うまちづくり

⑧若者世代・子育て世代の声をまちづくりに反映させる仕組みづくり

２．若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり

事前投票（計129票） 最終投票（計125票）
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＜基本的な考え方 3. 地域力の強化（世代を超えた担い手、人材の育成）、まちの活力＞ 

 
＜主な意見＞ 

駅の活性化（多摩らしい駅周辺の整備）、地域のつながり（まちづくり・寺子屋）、公園の改善がポ

イントとなる。 

「わざわざ来たいと思えるまちづくり」として、「企業誘致」「交通整備」「コミュニティ」、更には「場所や盛り

上がり」「高齢化」「教育」に関する取組が重要。そのためには地元での雇用の創出、今ある団地や商

店街、公園の活用が必要。 

バスの自動運転等を誘致して、モデルとなるようなまちづくりを積極的に進めるべき。 

宿泊施設など、市外から若者等を呼べるようなものが必要。 

産業力の向上による雇用の創出と、高齢者と社会の接点づくりが大切。 

産業力を高めることが重要。産業力が高まれば都市の魅力が上がり、市の収入も増え、自ずと雇用

創出、人口流入に繋がる。 

自発的に手を上げなければ高齢者が社会と接点を作ることが難しい。市で仕組みをつくって繋がりを強

化する必要がある。 

 

 

 

 

 

14.0%

14.0%

12.4%

9.3%

13.2%

16.3%

10.9%

10.1%

9.5%

9.5%

7.1%

7.1%

23.0%

16.7%

13.5%

13.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

■地域のつながり＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

①地域活動を市がトータルでバックアップする仕組みづくり

②現役世代でも、働きながら地域活動に参画できる仕組みづくり

③地域防災活動を通じた結びつきの強化

■まちの活力＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

④多様性を尊重し、誰もがいきいきと活躍できるまちづくりの推進

⑤若者、多世代の交流拠点づくり

⑥駅周辺を中心とした個性と魅力のある商業拠点づくり

⑦サービス産業を中心とした企業誘致

⑧職住近接のまちづくり

３．地域力の強化（世代を超えた担い手、人材の育成）、まちの活力

事前投票（計129票） 最終投票（計126票）
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 ＜平成 30年 8月 4日開催分＠パルテノン多摩 第一会議室＞ 

 

重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

 

 

基本的な考え方１．超高齢社会への対応 

集会所を 
より 

気軽に集える 
場に 

配達制度 
の充実 

商店街 

商店街 

仕事 健康 

健幸 
づくり 

廃校 
の 
利用 

バリアフリーの
推進 

坂道 
自転車大変 
地域をめぐる 
バス・タクシーの競

合 お茶の時間を
つくっても 
いいかと 

商店街 
活性化 

買い物 

コミュニティ 

坂・移動 

にこ ○○ 
にこ ○○ 

 
     ○○ 

     ○○ たまし 

健康 

環境 

教育 

し
ん
ぶ
ん 

コミュニティ 

自発的に 
集まれる場 
づくり 

いいね！ 

公園を活用 
（目的を持たせる） 

いいね！ 

老人ホームの 
充実 

安心・安全 医療 

老人ホーム 制度 

病院不足？ 
高齢者のｺﾐｭﾆﾃｨ 
坂道（電動 
自転車補助） 

医療（救急） 
の充実と 
交通網の 
利便性 

病院不足 
・緊急医療 
・日医大難しい 
・夜間対応でき
ない 

安全な公園を！ 
緑が多くても 
夜が安心 

避難所が坂道
を登らないと 
行けない 

老人に辛い！ 

安心なしくみ 
 

制度・施設 

多摩中央 
宝野 
奈良原 
鶴牧東 
鶴牧西 

な
ご
公
園 

安心 
安全 

65才以上の人が 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱをﾎﾟｲﾝﾄ 

実施中 
手助けをポイント化 

↓ 
自分が施設 etcで

使える しくみ 

グループ：Ａ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

・情報を明確→SNS対応    ・高齢者にもっとお金を使ってもらう 

・ひきこもり対策→自分から本音を言えるように発言の場 
 

グループ：Ｂ 
基本的な考え方１．超高齢社会への対応 

高齢者用 
シェアハウス
の設立 

ともかく 
若い人を 
増やす 

終活準備 
何をのぞんでいる

か 
何をしたいか 
相談施設 

個人のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ
を守りながら、 
江戸時代とか 
鹿児島の（西どん） 
郷中制度 
コミュニケーショ
ン 

階段しかない
団地の建替と
住み替え 
支援 

ネットの教室 
定年後も地域
の役に立てる
仕事の場を提
供してほしい 計画的に対応 

自分でできるこ
と 

身近な地域で 
相談する事がで
きる場・体制づく

り 
気軽に足を運べ
るような所だと行

きやすい 

高齢者の 
ひきこもり対策 

相談内容 
■紹介機能△ 
■気付き  ○ 

施設 

発言の場 

高齢者向け 
定期健康診断
の導入 商店の 

活性化 
支援 

情報を 
明確に 

高齢者も 
努力を！ 

高齢者の 
ＳＮＳ対応 
ネット社会対

応 

高齢者への 
情報の伝達 
方法 

情
報 

心と体をあまり薬 
などをつかわず 
食生活改善による

健康づくり 
↓ 

食品ロスにも 
つながる 

病院は高齢 
専用タイムを 
設ける 

朝 7：00-9：00 

介護予防を 
拡大。介護 

保険料を安く？ 
する！ 

医療 

老人が 
何をしたいか？ 
何がうれしいか？ 
はっきりしろ 

高齢者のカラ
をどう破るか 
が課題 

超高齢者は 
今、どこにいる
人（自助）？ 

高齢者が 
寝たきりに 
ならないまち 

超高齢化社会
へ向けてそれ
ぞれ気付かさ
れる、学ぶ 

ひきこもり 

超高齢化 
多く財を持って
いるのは高齢者

… 
負担増を求める 

中央区はお金が
あるので明治座
に招待したりして

いる 
タレントの利用も
検討しては 

高齢者が 
フィットネスジム
に通うと減税 

お金 

進化 
歩道、橋、 
階段の整備 
緑がゆたかなの
は良いけれど 
かんりで  公園 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

保育所への送迎        超 重要！ 
   

基本的な考え方２．若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり 

・子育て支援 
・子どもを育て
やすい環境 

保
育
園
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス 

・保育園の 
充実 

多
世
代
の
交
流 

自慢できる 
公共施設が 
ない！ 

公共施設の充実 

◎ 
保育園の 
送迎バス 
サービス 

 

駅に 

駅から離れる程
閑散としてる印象 
既存ストックを活
かした取組 

公園 
遊具を充実 
させてほしい 

花火のできる 
公園があると 
いい。 

（目的別の公園） 

多摩は 
「これだ」という 
特徴がナイ！ 

緑は多いが 
充実している 
公園が少ない 

自分が住んで
いる周辺環境
には満足して
いるが・・・ 
子育てには良

いかと 

造って終わり
にしないで 
メンテナンス 

もっと 
活用 

・子どもと高齢
者が触れ合う
機会の場作り 

安全・安心 
な多世代 

連携なまちづく
り 

3つの教育 
「協育」・・・ 
「共育」・・・ 
「郷育」・・・ 

学校教育 
私立   個性で 
市立   通学 
学校を通してのオレ、 
オマエの関係が薄い 
故郷意識が薄い 

↓ 
部活においては先輩、 

後輩意識が 
残っているが・・・ 

仕事の多様化 
（職種の違いから 
自分の会社意識 

が薄く） 
（昔は経営家族が
あったものの、今は
個人中心の動きに
なって来ている） 

子どものいな
い人達と子育
て世代との交
流もあって良
いと思います 

自治会の 
役割り 

自治会に 

入ったら 

交流できました。 

（地域によっては） 

グループ：Ｃ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ ・先づ、保育所の充実を図る事で親や外部からの子育て世代受入につなげる。 

・子育てに関するコミュニティ（世代を越えた）で安全・安心な街づくり。 

・公園、図書館、医療機関等の施設充実。 
   

基本的な考え方２．若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり 

きれい 
明るい街 

世代交流 

相談できる機能 

保育所充実 

施設充実 

永山駅周辺が
汚く、出歩くと
不快になる 
子どもに見せ
たくない 

暗い 
（歩道が） 

妻と子供が同
じような環境の
人とコミュニテ
ィが取れない 

・子育ての不
安をなくしたい 

↓ 
先輩の話を聞

きたい 

相談場所 

公園以外は？ 
学校のプール
とか夏休み中
開放できな
い？ 

公園の遊具を
充実してほし

い。 
（子供用） 

遊具 

自然と親しめ
る場づくり・イ
ベント 

自然を活用し
た公園・イベン
トの充実 

“目的”を持っ
た 

公園づくり 

公園・遊び場 

具体案 

若い人たちの実際の
声がみえる形で示さ

れていない 
本当に望んでいるの
は何かをはっきりと
アンケートで把握し

ては 

・小中学生の
フィールドワー

ク 
地元を知る地
域学習を増や

す 

大学生 
 
 

子供 

子供の交流を
増やしたい 

↓ 
イベント 

多摩センター
地区に緊急医
療機関を設け
てほしい。 

図書館等の 
充実 

公園がいくら
あっても若い
人たちは来な

い 
保育所の充実

を 

1時間単位で
子供を預けら
れる施設が
いるのでは 

駅に保育所へ
の送迎拠点
スペースを作

る 

子供が多摩市
に住み続けら
れるような環
境が望ましい 
大学、商業施

設 

子供の世帯が
多摩市に戻っ
て安心して暮
らして欲しい 

安全・安心な 
街づくり 

・子供から高
齢者までふれ
合う場所づくり
が必要 

団地の活用 

安全・安心の 
声かけ 

勉強・地域と 
子供が集れる 
コミュニティ 

・高齢者による 
子供の見張

り。 
遊びを教える。 

学習 

子供と地域の
つながりを大
切にまちで子
育てをしたい 

グループ：Ｄ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

①駅の活性化（多摩らしい駅周辺の整備） ②地域のつながり（町づくり・寺子屋） ③公園の改善 

基本的な考え方３．地域力の強化（世代を超えた担い手、人材の育成）、まちの活力 

地域防災の 
活動やいざと
いうときの時の
システムが 
不明確！！ 

他の市からでも
参加しやすい 
イベント 実施にあたって

の予算と企画力
が無い 

全てのことにいえ
るが背後にある 
データがみえない 
たとえば若い子育
て世代の人たちが
どんな街に住みた
いと思っているの

か 

会議室の 
貸し出し 

産・官・学･市民
が活動できる 
駅周辺拠点が 

無い。 

通勤の苦痛を 
少しでもなくすた
めにワークオフィ
スを駅周辺に 
作ると楽かな 

桜ヶ丘駅周辺
の再開発をし
て建物をもっと
きれいにしたら
いいと思う 

聖蹟桜ヶ丘駅前
の川崎街道の 
歩道を現在の 
２倍に広げたい 
国立のような町
ができるとよい 

市民の生の声
を表出 

駅の改良 

サービス業 
他区に接客業
の研修に行っ
てほしい 

防災 

新しい事業を
支援する情報
が発信されて
いるか？ 

情報の充実 

サービス業を中心した 
企業誘致 

地域のつながり 

施
設
の
充
実 

駅の活性化 

祭りが終わる
とサビシイ 

多摩中央公園 
以外の公園が 
ちょっとヒドイ 

住宅周り 
もっと 

にぎやかに！ 
暗い 

誰もいない公園は

さみしい、かなしい 

小さな森公園 

考える公園 

     ドーム 

全天候型公園 

みんなが集う公園

は改善 

公園の 
照明改善 

公園の改善 

地域活動を 
さまざまな団体、
サークルがやっ
ているが、それら
の代表の人たち
の連携を深める
ことが大切では 

防災 

（多摩センター） 
チェーン店が 
多すぎ 

大企業ばかり
でなく、 

ベンチャーも 
誘致しては 

まちづくり 

個人事業主 
の 

サポート 
交流をすすめる

しくみ 
・ボランティア 
ポイント 

企業誘致 

安心安全の 
声かけ 

データが無く予算
も無いのであれ
ば、低（又は無）予
算でアンケートが
とれる方法を考え
て市民の意見を集
めることを考えた 
方が良い 

① 

街全体が 
車に便利で 

歩行者にとって
暮らしにくい 

ＩＴと口とう 

昔の近所 
づきあい 

相互応援 

世代を超えた
担い手、人材
育成のため、 
ＮＰＯ 
寺子屋 

子供の 
教育 

いろいろな施設
や設備はあるが
そうした情報が
伝わらない。 
知られていない

のでは 

グループ：Ｅ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

 
 

まとめ  

・企業誘致  ・交通整備  ・コミュニティ 

基本的な考え方３．地域力の強化（世代を超えた担い手、人材の育成）、まちの活力 

交
通 

企業誘致 

盛り上がり 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

駅周辺に 
魅力的な商業施
設がほしい 
（多摩セン、せいせ

き） 

空きスペース
の再利用 
・公園 
・廃校 

駅から 
離れている 
高齢者の 
交通が不便 

企業誘致！ 

企業の誘致で
活性化 

広い道路などを
活かした次世代
交通の開発 

（自動運転）支援 

テレワーク 
推進企業への
働きかけ 

地元の特性を
活かした 
企業誘致 

マイクロバスに
よる小回りの
利くバス運行 
（路線外地域
をメインに） 

交通網の 
充実で働き 
世代の生活の
しやすさ 

・団地の 
空き部屋 

など 

・住民 
・学校 
・企業の連携 

（場
所
） 

・ウォーキング
コースの設置 
イベントにする 
全国に発信 

・サンリオとの
コラボ商品 
地元商店街が
作ることにより
活性化 

・インスタばえ 
・ＳＮＳで街の
紹介 

・自然を活用した
イベントの充実 
バードウォッチング 
川遊び 

子供が学べる
施設が少ない 

教育・高齢者 

地元のイベン
トを学校・自治

会 
警察を含めた 
地域ぐるみで

行う 

若者と老人が
交流できる 
カフェ 

核となる街が無い
聖蹟、永山、 

多摩センター 
つながりが悪い 
核町 

若者と 
高齢者の 
ふれ合い 

高齢者 
 
 

子育て世代 

自分自身が 
市の一員だと
いう一体感が
ほしい 

団地の空室を 
活用して 
オフィス化 
ＩＴ産業 
サーバーを置く 

アクセス 

鉄道 

道路 

企
・
国
？ 

商店街 
宿泊 
施設 

わざわざ 
来たいと 
思える街 

課題を 
共有できる場
が欲しい 

生活上の 

グループ：Ｆ 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 ＜平成 30年 8月１１日開催分 ＠関戸公民館大会議室＞ 

 

重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ 

 
坂の多い街＝高齢者の利便性を考え、坂による不便性を改善していくことが最重要課題 

       現状、階段急＝ゆるやかなスロープ、坂道に手すりや一時休処 

基本的な考え方１．超高齢社会への対応 

介護など相談 
市役所遠い 
歩くの大変 

住み替えを 
しないと若い
人が入ってこ

ない 

若者呼び込み 
高齢者と交流 

お店が 
減っている！！ 

バスの 
利便性 
重要性 

移動手段 

ミニバスを 
より増線化 

健康のために
必要な歩くとい
う行動がしやす
い道作り（坂に
手すりをつけ

る） 

市役所の現場
機能を市民の
利用しやすい
場所へ移す。 

年配者が動き
やすい町作り 

団地 
エレベーター 
上の階… 
高齢者大変 

高齢者支援の
ため 

現役世代を 
支援 

お年寄が気軽
に集まれる 
場所 

元気なお年寄
も多い。 

活躍してほし
い。 

居住者間のコミュ

ニケーションがな

いので、認知症な

どの困っている人

をサポートできな

い 

みんなが働き
出すと、コミュ
ニケーションが

減る 

坂道スロープ
をゆるやかに
してほしい。 
自転車で移動
しやすく。 

近すぎても 
（友人等） 
困った時に 
関わりにくい 

自分の将来を
考えると、今の
うちに助けを求
められるような
社会にしておき

たい 

一人ぐらしの
方の見守り。 

歩きやすい町 
休める場も 
健康のため 

坂道が大変 
対応してほしい 

 

市役所の場所
が悪い。 
もっと、下に 
降りてきて。 

施設 

インフラ 

若者 地域コミュニティ 

坂 

多摩市 
特養・介護士
より支援を 

充実して 

るが… 

自転車用の 
スロープを 
充実させて 
ほしい 

特養や介護 
施設の情報を 

グループ：Ａ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

実際の高齢者の方々の声（必要とする援助）を大切にする 
    

  

基本的な考え方１．超高齢社会への対応 

ミニバス 
本数 

坂が多い 

駐輪場 
遠いと 

買い物支援 
若い人の 
ボランティア 
（学生に依頼） 

多摩市独自の
医療・高齢者 
サポート 

住替え 
優先的に出来

ないか 
（重症度に 
応じて） 団地の上の階

に住む高齢者
が上る支援 

一人暮らしの 
高齢者 

老老介護の
方々が社会 
との交流の場 

介護の 
担い手 

在宅で介護 
できるサポート 

例えば 
ヘルパーなど
の資格をとる 
ための援助 

介護に対する 
意識向上 
の告知 

ケアマネージャ
ーの質の向上 

医療との 
連携 
在宅 

困ってることを
伝えたい 
→結果を 
知りたい 

      情報 
ネット・アプリ 
サービスを 
高齢者にも使
える－サポート 

デイケア・デイ
サービス情報
を必要な人に
届くように 

新しい仕組み 
高齢者に説明 

介護の情報を
共有 

様子を見る 
 
若い人 
高れい者 
 
 協力・連携 

移動 

住居 

孤立 

支援の充実（制度） 

支援の充実

（生活） 

担い手 

情報 補い合う 
しくみ 

グループ：Ｂ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

・地域交流のありかたを考え直すべき  ・子ども－若者向けの施設がもっと欲しい 

基本的な考え方２．若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり 

駅周辺の自転
車置場をもっと
自由に使える
ようにしたい。 

駅周辺は 
栄えているが 
遠くに行くと 
あまりない。 

坂が多い 
車や自転車 
ないと不便 

親への子育て
教育の必要性 

子育てサーク
ルが使える 
施設がほしい 

住宅地内の 
子供が遊べる
公園が少ない 

結婚できる人
が増え、子供を
増やし、町を活
性化させる。 

子育てしながら
も女性が仕事
を続けられる 

環境 

女性が子供を
育てながらも社
会復帰できるよ
うな仕事を 
増やす 

不審者の 
ことを… 

夜、公園が 
暗い 

多摩市の魅力
を伝えて住人を
呼びこみたい 

多摩市の歴
史、地理等の
資料を充実さ
せてほしい 

ボランティアな
ど地域の行事
を知りたい。 
ＰＲしてほしい。 

ＰＲの仕方？ 
多摩市 

公式ＬＩＮＥで 
イベントＰＲ 

都会すぎず 
田舎すぎず 
よい 

多摩市が 
住みやすい 

みどり 

地域交流が 
増えると 
いいなぁ～ 

地域行事 
で交流 

部活単位 
で参加 

近所付き合い 
がない… 

自治会で 
回覧板あり 

お年寄りから 
若者へ 

安心・安全 

ＰＲ 

地域交流 

子ども・子育て・教育 魅力 

テニスコートは
たくさんあるが、
野球場やサッカ
ーコートがなく、
子供が遊べな

い 

グループ：Ｃ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

・ワンオペ育児で困っている家族への対応（親族では支えきれない） ・地域のサポートの仕組み（気軽に利用できる） 
 

基本的な考え方２．若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるためのまちづくり 

公園の遊具 
保守ありがた

い 

公園 
子育てに魅力 
ありがたい 

学童・保育 
増えている… 
良いが、より 
充実拡大 

学童ルール 
小学生上級も 

環境は早めに 
整えてほしい！ 

給食マズイ！！ 
食べられず。 
家で帰って食べ

てる。 

子供医療費 
が無料が 
ありがた
い！！ 

若い世代 
少ない 
さびしい 

出産費用、病
院・クリニックに
より差がある。
高いのも選べ
るといい。 子供 

病院 
めぐまれている 

出産病院 
めぐまれてるけ
ど場所少ない 

職場が近くに 
あれば 
住みたい 

在宅勤務が 
できるように 
企業に呼びか

ける 

京王線の貢献
企業としての試
みがあり 
ありがたい 
多摩市と協力

を 

永山 
商業施設ない 
聖蹟・多摩セン

ター 

親主導で 
イベントを実施
するなど必
要！ 

新宿に 
行ってしまう 
と差があり 

買物 
永山より 

多摩センターへ 

永山 
いい場所 

活かしきれて 
いない 

乳幼児があそ
んで親どうしが
会話できる施
設があると良い 

市に対して意
見を言える場
所を増やしてい
ければ、積極
的に言いたいヒ
トがいる 

ワンオペ育児
の人が多く 
困ってる人が 
わりと多い 

公園…●いの
に駐車場 
有料 

     無料に 

助けてもらうだけでなく… 

助けてあげたい 

気持ちはある 

↓ 

既存の制度 

ハードル 

地域のサポート ― しくみがあれば… 

親に助けを 

求められない人 

たくさんいるはず！ 

お互い気軽な場所・しくみ あたり前にあればよいな… 

  

時間かかるかも 

でも大事な事 

公園 
学校 

学校にクーラー 
ない 

（こわれてる） 
せんぷうきもな

い 
体調くずしている 

病院 

←すぐできるのでは？？ 

ヒト 

働き方 

職住近接 

都心から 
遠いから 
住みづらい 

施設・駅 

○坂  
周回バスが 
あるとよい 

「判読不能」 

⇒ 

グループ：Ｄ 
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重要テーマ（案）について 
・どの重要テーマ（案）が特に重要？ 

・具体的にはどのような取組が必要か？ 

・他に重要課題はあるか？ 

市民や地域などの役割について 
・重要テーマについて市民や地域でどのようなことができるか？ 

  

まとめ  

③産業力向上 ①多摩に住みたいが家賃が高い。（働き口を増やし、そのまま住んでもらう） 

          ②外で接点を持つ為に、どういう仕掛けが出来るか？ 
    

基本的な考え方３．地域力の強化（世代を超えた担い手、人材の育成）、まちの活力 

家賃が意外と 
高いかも 

（他市から通う
人） 

防災セミナーや

っても市民来て

いない。 

お金をつぎこん

でも参加する市

民いるのか？ 

地域活動が 
周知されて 
いない 

子供の頃の 
友人は引越し
ていない 

産業の無い 
都市はみりょく

が無い 

商業施設で 
人を呼ぶのは 

難しい 

産業（新たな） 
をおこす 
必要がある 

大学生になると 
地域にいない 
（あそぶ施設が

ない） 

駅から遠い 
場所が多い。 
バスが少ない。 

交通の便 
（京王、小田急） 

が良い 

駅から不便 
山、坂 

バス便が多く 
ほしい 

市が二分 
されている 

公園の 
整備 
清掃 

メンテナンス 

緑が多い 
のが魅力 

廃校のあと地
の活用 

子育てがおわ
るとつながりが

減る。 
コミュニケーシ
ョンがなくなる。 

高齢者の 
働き方 

働きたい人は 
働ける環境 

家にいる高齢
者たちをどう引
っ張り出してい

くか？ 

高齢者どうしの
関係が希薄で

ある 

外で接点をもつ
ために、どうい
う仕掛けができ

るか？ 

産業 

地域 

多摩市内で 
生活を完結 
させたい 

稲城、日野 
とのつながり

は？ 

交通・アクセス 

土地 

人 

コミュニティ 
の確保 

ＧＰＳがついた
機能の機器を
貸し出し、みま
もりサービスを
すべき！ 

グループ：Ｅ 


